
カーナビデータを活用した交通安全対策カーナビデータを活用した交通安全対策

○県はHondaと協定を締結し、カーナビデータを道路整備に活用
○潜在的な事故危険箇所を把握し、安全対策を実施

少ない費用で大きな効果を発揮

効 果取 組 事 例

約７割減少！

○１ヶ月間の急ブレーキ総数の比較
データ分析に より
「急ブレーキ多発箇所」
を特定

対策前
急ブレーキ

多発箇所 対策前

急ブレーキ

多発箇所
平成１９年度から
平成２３年度までに
１６０箇所で 対策前 対策後

99５回

326回

を特定

１６０箇所で
取組を実施

対策前 対策後

○１年間の人身事故の比較

約２割減少！

※H2３年９月までに完成した１６０箇所

対策後 対策後

「路面標示」に

埼玉県
オリジナルの手法

190件 146件

約２割減少！

剪定 る

埼玉県知事記者会見 平成24年4月17日 ③

路面標示」に
よる注意喚起 対策前 対策後

※平成２２年９月までに完成した１４５箇所

剪定による

見通しの確保



新たに通学路の安全対策に活用新たに通学路の安全対策に活用

○県管理道路で歩道が未整備な通学路に照準
○登下校の時間帯に着目してデータを分析

県管理道路延長 約２，８００ｋｍ
通学路延長 約１，３９０ｋｍ
うち歩道未整備延長 約 ３２０ｋｍ

○時間をかけずにすぐにできる効果的な安全対策を実施
安全対策のイメージ

登 校 時 帯

カーナビデータの分析イメージ

ドットラインを
引き車道を狭
く見せることで、
スピードダウン

①①登下校の時間帯
７時～９時と１４時～１６時

文

②

＜速度のデータ＞
：時速４０ｋｍ以上

路面標示と

赤色の舗装
により、②

：時速４０ｋｍ以上
：時速３０ｋｍ～４０ｋｍ

＜急ブレーキ発生箇所データ＞
：急ブレーキ発生箇所
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、
注意喚起


